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森

本 

淳

著 

『

三

国

軍

制

と

長

沙

呉

簡

』 

汲

古

書

院 

二

〇

一

二

・

一

一

刊 

Ａ

５ 

二

九

〇

頁 

七

〇

〇

〇

円 

  

著

者

の

森

本

氏

は

、

後

漢

末

期

か

ら

西

晋

初

期

の

軍

制

史

、

と

く

に

漢

魏

交

替

か

ら

魏

晋

交

替

へ

と

至

る

間

の

軍

制

・

軍

官

の

役

割

と

そ

の

変

遷

を

主

た

る

研

究

課

題

と

し

て

き

た

が

、

二

〇

〇

九

年

に

急

逝

し

た

。

本

書

は

、

著

者

の

知

友

に

よ

る

論

稿

の

整

理

・

再

構

成

を

経

て

成

っ

た

も

の

で

あ

る

。

全

体

は

三

部

構

成

で

、

軍

制

に

か

か

わ

る

第

一

部

・

第

二

部

に

は

そ

れ

ぞ

れ

五

篇

・

三

篇

の

論

稿

を

収

め

る

ほ

か

、

第

三

部

に

は

一

九

九

六

年

に

湖

南

省

長

沙

市

で

出

土

し

た

孫

呉

時

代

の

簡

牘

い

わ

ゆ

る

長

沙

呉

簡

に

関

す

る

論

稿

二

篇

と

調

査

報

告

一

篇

を

収

め

る

。

以

下

、

本

書

の

論

点

を

簡

潔

に

紹

介

す

る

。 

 

ま

ず

第

一

部

「

曹

魏

軍

制

論

」

で

は

、

曹

操

軍

団

の

形

成

過

程

を

分

析

す

る

と

と

も

に

、

曹

魏

王

朝

崩

壊

の

背

景

を

都

督

制

の

変

遷

か

ら

論

じ

る

。

具

体

的

に

は

、

曹

魏

初

期

の

都

督

は

曹

操

時

代

の

状

況

を

反

映

し

て

帝

室

武

人

官

僚

に

よ

り

占

め

ら

れ

た

が

、

人

材

不

足

に

よ

り

そ

の

維

持

が

し

だ

い

に

困

難

と

な

り

、

明

帝

期

を

境

に

行

政

官

僚

昇

進

の

一

過

程

へ

と

変

化

し

た

こ

と

を

述

べ

る

。

そ

し

て

、

そ

の

後

の

都

督

区

の

分

割

に

よ

り

都

督

の

権

限

が

狭

め

ら

れ

る

と

と

も

に

、

都

督

と

中

級

指

揮

官

と

の

関

係

も

希

薄

と

な

り

、

そ

れ

が

魏

晋

革

命

の

実

現

へ

と

結

び

つ

い

た

と

結

論

す

る

。 

 

続

く

第

二

部

「

漢

晋

間

の

軍

制

と

地

域

社

会

」

で

は

、

第

一

部

で

描

い

た

曹

魏

王

朝

の

全

体

像

を

踏

ま

え

て

地

域

に

眼

を

転

じ

る

。

特

に

後

漢

末

か

ら

西

晋

に

か

け

て

の

時

期

に

お

け

る

涼

州

・

雍

州

が

強

い

独

立

性

を

有

し

、

当

地

の

有

力

者

層

が

州

牧

或

い

は

都

督

と

の

間

に

協

力

関

係

を

築

き

上

げ

る

こ

と

で

、

王

朝

の

支

配

体

制

と

の

間

に

妥

協

点

を

見

い

だ

し

な

が

ら

、

地

域

の

安

定

化

を

企

図

し

た

こ

と

を

論

じ

る

。 

 

最

後

の

第

三

部

「

長

沙

呉

簡

研

究

」

で

は

、

耕

地

の

占

有

状

況

や

下

級

軍

事

制

度

の

実

態

を

明

ら

か

に

す

る

た

め

に

、

人

名

や

官

名

の

視

点

か

ら

長

沙

呉

簡

中

に

見

え

る

関

連

情

報

の

基

礎

的

な

整

理

、

分

析

を

行

う

。

ま

た

、

著

者

が

二

〇

〇

三

年

一

一

月

に

長

沙

市

で

行

っ

た

該

簡

牘

の

実

見

調

査

と

関

連

機

関

へ

の

訪

問

の

記

録

も

こ

こ

に

収

め

る

。 

 

さ

て

、

こ

れ

ま

で

わ

が

国

で

は

三

国

軍

制

と

長

沙

呉

簡

を

正

面

か

ら

扱

っ

た

研

究

書

は

な

く

、

本

書

は

両

分

野

に

お

い

て

初

の

専

著

と

な

る

。

曹

魏

時

代

の

軍

制

の

変

遷

と

運

用

の

実

際

が

概

観

さ

れ

た

こ

と

と

、

軍

事

力

を

背

景

に

成

立

し

た

曹

魏

王

朝

の

政

治

的

特

質

を

明

ら

か

に

し

た

点

に

本

書

の

最

大

の

価

値

が

あ

る

こ

と

は

、

衆

目

の

一

致

す

る

と

こ

ろ

で

あ

ろ

う

。

ま

た

、

著

者

は

日

本

に

お

い

て

最

も

早

く

長

沙

呉

簡

研

究

に

着

手

し

た

研

究

者

の

一

人

で

あ

り

、

そ

の

成

果

が

こ

の

よ

う

に

ま

と

め

ら

れ

た

こ

と

に

は

一

定

の

意

義

が

あ

る

。 

 

た

だ

、

本

書

の

後

記

で

編

者

も

述

べ

る

如

く

、

第

二

部

に

お

い

て

見

ら

れ

る

著

者

の

地

域

研

究

へ

の

視

角

は

、

本

来

そ

の

後

も

継

続

さ

れ

た

は

ず

で

あ

る

と

推

察

さ

れ

、

そ

の

果

実

を

享

受

し

え

な

い

こ

と

は

誠

に

遺

憾

で

あ

る

。

と

は

い

え

、

本

書

に

お

い

て

著

者

が

提

示

し

た

歴

史

像

が

、

三

国

時

代

史

だ

け

で

な

く

、

広

く

秦

漢

魏

晋

南

北

朝

時

代

史

研

究

に

お

い

て

も

重

要

な

位

置

を

占

め

る

で

あ

ろ

う

こ

と

は

言

う

ま

で

も

な

い

。

該

時

代

史

及

び

軍

制

史

研

究

を

志

す

者

に

と

っ

て

、

味

読

す

べ

き

一

書

で

あ

る

。 
 

（

大

原

信

正

） 


